


第２７地区（星久喜中学校区）の中で南東に位置。

基本情報
・２６２世帯 １５班（２グループ制）

・会長１、副会長２、会計１、監事１、協力員７名ほど

・年会費２,４００円（月２００円）



１．回覧板 → デジタル回覧板

２．集⾦ → 電子マネー

３．イベント出欠確認 → アプリ

４．会館管理 → オンライン予約
デジタルキー

５．会計さん → 不要



事 業 名 ︓町内会ICT化プロジェクト
事業概要︓アナログからデジタル化へ

つながる地域社会へ発展
目 的 ︓町内会ワースト５の解決
目 標 ︓デジタル回覧板等の実⾏
対 象 者 ︓当町会に居住する⽅



①ICT講師に講習会を依頼する

③受講者は町内会デジタル講師となり
町内会のメンバーに対して勉強会を
開催しICT化を広い世代に周知する

②町内会の役員,協⼒員が講義を受ける

※広報はLINE,回覧板で全世帯へ発信
※ハイブリッドで移⾏を進める



4〜5月 第1回 ICT講義を受講 ＆
町内会ICT勉強会の実施

8〜9月 第3回、実証実験①
6〜7月 第2回

10〜11月 第4回
12〜1月 第5回
2〜3月 第6回、実証実験②



過去に参加した中央区の研修会
・2023年3月 ICT活用基礎研修会
・2024年1月 地域活動のICT化考察に

ついての意⾒交換会



6月 1日 第1回 ICT講習会(ICTとは)
2日 なんぶICT勉強会1

8月25日 第3回ICT講習会(公式LINE)
9月 1日 なんぶICT勉強会2

7月14日 第2回ICT講習会(北柏⾒学)

12月 1日 なんぶICT勉強会3
14日 第4回ICT講習会(ｲﾍﾞﾝﾄ申込)

1月12日 なんぶICT勉強会4



日時︓6月 1日(土)15〜17:00
場所︓星久喜公⺠館
参加︓8名
内容︓公開プレゼン発表

講師よりICTとは何ぞや
自らの実体験、活動事例、
ICTを始めるにあたり意⾒交換



日時︓6月 2日(日)11〜12:00
場所︓南部会館
講師︓北澤 賢一
参加︓23名
内容︓公開プレゼン発表、

ICTとは何ぞや、今後の予定、
ICTを始めるにあたり意⾒交換



日時︓7月14日(日)13〜15:00
場所︓北柏ふるさと会館

参加︓4名
内容︓講師の事務所の⾒学

設備,環境,人員体制等の確認
意⾒交換



日時︓8月25日(日)13〜15:00
場所︓星久喜公⺠館
参加︓4名
内容︓ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回覧板の解説

LINE公式ｱｶｳﾝﾄの作成
ｸﾞｰｸﾞﾙﾄﾞﾗｲﾌﾞでｻﾝﾌﾟﾙ画像PDF化
4名友だち登録しPDFをﾃｽﾄ配信



日時︓9月 1日(日)11〜12:00
場所︓南部会館
講師︓北澤 賢一
参加︓22名
内容︓星久喜町南部町会LINE公式ｱｶｳﾝﾄ

QRｺｰﾄﾞ読込(友だち17)
敬⽼祝賀会ﾁﾗｼのﾃｽﾄ配信
(9月回覧板にQRｺｰﾄﾞ表示ｱﾅｳﾝｽ)



9月8日
回覧板と一緒に
町会誌を表紙に
各班⻑へ配布



友だち登録の状況
9月8日 回覧板ｽﾀｰﾄ(友だち17世帯)

15日 23
22日 47
26日 70
30日 90(加入者の34%)



10月15日
回覧板と一緒に
町会誌を表紙に
各班⻑へ配布



10月 電子回覧板を公式ｱｶｳﾝﾄへ配信
（友だち102）



日時︓12月 1日(日)11〜12:00
場所︓南部会館
講師︓北澤 賢一
参加︓24名
内容︓星久喜町南部町会LINE公式ｱｶｳﾝﾄ

QRｺｰﾄﾞ読込(友だち125)
12月度回覧板を配布(QRｺｰﾄﾞ付)



12月1日回覧板にQRコード貼付



日時︓12月14日(日)10〜12:00
場所︓南部会館
参加︓1名
内容︓LINE公式ｱｶｳﾝﾄを活用し

ｲﾍﾞﾝﾄの参加申込のﾃｽﾄ
配信を⾏う



日時︓1月12日(日)10〜12:00
場所︓南部会館
参加︓8名
内容︓Zoom勉強会



1月19日 第5回ICT講習会(ｲﾍﾞﾝﾄ申込)
実証実験②

26日 第6回ICT講習会(電子ﾏﾈｰ)
2月12日 第5回なんぶ勉強会⑤
3月 1日 第6回なんぶ勉強会⑥



付帯条件︓ICT化により情報格差が生じないよう、
さまざまな世代が参画できるよう取り組むこと。

取り組み施策︓
・なんぶ勉強会の参加に年齢制限を設けない。

現役世代40％（30代5名,40代2名,50代2名）
ｼﾆｱ世代 60％（60代11名,70代3名）

・回覧板については紙と電子を併用したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ
型で運用する。



今回初めて町内会ICT化に取組んでみました
が、LINE公式アカウントを作成し友だちを
125まで増やすことができました。約半数の
世帯には情報発信がしやすくなったことにな
ります。役員業務の省⼒化は少しずつ進んで
いるので、子育て世代の親たちにも積極的に
参加してもらえるよう魅⼒あるICT化に取り
組んでいきます。



ご清聴ありがとうございました


